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 日本のエネルギー消費は 1970 年代に二度あった石油危機を除き、一貫して増
加してきた。特に 1980 年代後半から、石油価格の低下に加え、豊かさを求める
ライフスタイルなどを背景に民生部門及び運輸部門のエネルギー消費がほぼ倍増
した。エネルギー消費の増加に伴い、温室効果ガス排出量が増加した。  
2005 年 2 月 16 日に発効した京都議定書で、日本は、 2008 年～ 2012 年におけ
る温室効果ガス排出量を 1990 年比で 6%削減することが求められている。一方、
環境省により公表された 2003 年度の温室効果ガス総排出量は 13 億 3 ,900 万トン
（二酸化炭素換算）であり、前年度総排出量比 0 .7%の増加、京都議定書による基
準年（原則 1990 年）総排出量と比べ、 8 .3%上回っている。従って、議定書の目
標達成には、 14 .3％の温室効果ガスを削減しなければならない。このような状況
の中、対策として更なる省エネルギー対策が急務となっている。特に 1990  年度
比 二 酸 化 炭 素 排 出 量 の 増 加 が 著 し い 業 務 そ の 他 部 門 （ オ フ ィ ス ビ ル 等 ）（ 約
36 .1％）と家庭部門（約 31 .4％）においては、徹底的にエネルギー消費の増加傾
向に歯止めをかける必要がある。しかし、近年都市機能の高度化及び地域の活性
化を図る大規模都市開発が進行している。これらの大規模、複合建築が次々に竣
工することにより、大量なエネルギー需要をもたらすような背景下、生活水準に
応じ変化しつつある建物の現状及びエネルギー消費量の実態を把握することは、
建物の省エネルギー促進にとって、非常に重要である。  
本研究では複合建築に適切な省エネルギー対策を実施するため、建物及び設備
の現状、年間・月別・時刻別のエネルギー消費量の実態調査を行い、建物種別の
変遷傾向及びエネルギー消費特徴を分析した。更に、消費先を用途別に分析し、
省エネルギー対策を提案することを目的とする。  
 
第 1 章「従来研究と本研究の位置付け」では、まず都市の発展、産業構造の変
化に伴い、都市構造の変遷について述べ、「職住遊憩近接」の時代要望に応じ、建
築の複合化、大規模化の背景の下、複合建築の研究を行う必要性を分析した。省
エネルギー対策の推進、特に、二酸化炭素の排出量の増加が著しい民生部門の各
種建物において、徹底的にエネルギー消費の増加傾向に歯止めをかける必要性を
分析した。一方、省エネルギー対策の実施するには、建物のエネルギー消費構造
を明らかにしなければならない。時代及び生活水準に伴い、変化しつつある建物
に関するエネルギー消費量調査の必要性が指摘し、本研究の位置付けを明らかに
した。最後に、従来研究として建物に関するエネルギー調査は住宅やオフィス等
単一用途の建物に関する研究が多く、複合建築は影響要因が複雑のため、未だに
研究例が少ないと指摘した。  
 
第 2 章「床用途に基づく複合商業施設のエネルギー消費量の予測手法に関する
調査研究」では、首都圏における複合商業施設である 1 万㎡以上の大型総合スー
1  
 パーマーケット（ GMS：Ge nera l  Merchandis ing  Store）を対象に、年間、月別、
時刻別エネルギー消費の実態についてアンケート調査、ヒヤリング調査及び実測
調査を行い、床用途別のエネルギー消費特性を明らかにした。また、従来手法で
作成する原単位を用いて複合建築のエネルギー消費量を推定する方法は精度が低
いことを指摘した。床用途に基づく原単位の必要性を指摘し、これを用いた複合
建築のエネルギー消費量の推定手法を提案した。調査したデータを用いて、従来
原単位より床用途原単位を用いた場合は、エネルギー消費量の予測精度がはるか
に高いことを検証した。  
 
第 3 章「都心超高層住宅におけるエネルギー消費に関する調査研究」では、近
年都心居住ニーズの高まりにより、地価の高い都心部にある小規模の低未利用地
の効率的利用と超高層マンションの開発ブームを迎えている。このような現状を
踏まえ、都心超高層住宅についてエネルギー消費量及び居住者のライフスタイル
について調査を行った。また、10 年前の郊外ファミリーマンションと比較し、居
住者のライフスタイル及び世帯あたりに冷暖房設備及びコンピューター保有状況
を分析した。10 年前と比べ、エアコン、床暖房及びコンピューターの普及率は大
幅に増加している。また、エネルギー消費の影響因子の多変量分析を行い、重回
帰分析により、年間不在日数、暖房日数、冷房日数と世帯主年齢はエネルギー消
費量に影響が高いと判断した。これらの因子を用いて、クラスター分析を行い、
調査した住宅を 5 グループに分類し、各住宅グループのライフスタイルの変化に
関する分析を行った。最近の 10 年で、ライフスタイルが多様化していることが
判明した。  
 
第 4 章「中規模オフィスビルにおけるエネルギー消費に関する調査研究」では、
東京都 23 区における延べ床面積 5 ,000 ㎡から 20 ,000 ㎡までの中規模オフィスビ
ルについて年間エネルギー消費量、省エネルギー意識及び対策についてアンケー
ト調査を行った。 106 件の有効回答集計結果から、設備導入経年数が 20 年以上、
経済寿命から考えるとすでに更新時を過ぎている建物が 25％もある。また、省エ
ネルギー意識及び対策の調査結果では高い省エネルギー意識を持つことに対し、
省エネルギー対策の導入現状が不十分であることも判明した。また、中規模オフ
ィスビルの平均年間エネルギー消費量は 1973 .4MJ/ (㎡・年 )であり、ビルの規模
の増大、テナント貸出面積の増加、セントラル空調方式を持つ中規模オフィスビ
ルの面積当り冷房能力の増加に伴い、エネルギー消費量は増加する傾向があるこ
とを明らかにした。更に、中規模オフィスビルに省エネルギー対策を導入したケ
ーススターディーを行い、既存中規模オフィスビルの省エネルギーポテンシャル
を定量的に評価分析した。  
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 第 5 章「都心 SOHO のエネルギー消費と使用実態に関する調査研究」では、ま
ず 100 例の SOHO 支援団体についての「 SOHO」それぞれの定義を調査した。
「 SOHO」像を明確にした上で、本研究における「 SOHO 型集合住宅」と「 SOHO
型事務所」を明確に定義し、これらを併せて「 SOHO」と総括した。次に、東京
都心部における 4 件の「 SOHO 型集合住宅」と 10 件の「 SOHO 型事務所」を対
象にエネルギー消費とその使用実態についてアンケート調査及び実測調査を行い、
エ ネ ル ギ ー 消 費 の 特 徴 及 び そ れ ら の 建 物 の 使 用 実 態 を 明 ら か に し た 。 ま た 、
「 SOHO 型集合住宅」と「 SOHO 型事務所」の年間エネルギー消費量は変わらな
い反面で、消費パターンに大きな相違があることを分析した。 SOHO 型集合住宅
の利用者は睡眠、勤務及び生活行動が不規則かつ複雑であり、勤務時間が長くな
りがちであるため、エネルギー消費に与える影響は不規則かつ複雑であることが
分かった。 SOHO においてはエネルギー消費を個人で管理することが非常に大切
であることも分かった。  
 
第 6 章「 SOHO の負荷平準化と省エネルギー効果に関する研究」では、エネルギ
ーの負荷平準化及び省エネルギー効果を定量的に評価する指標である負荷平準化
率と省エネルギー率を定義した。その上で、 SOHO と住宅及びオフィスの時刻別
エネルギー消費量を用いて、算出した SOHO の負荷平準化率は、住宅とオフィス
より高く、負荷平準化効果があることを検証した。また、月別・年間エネルギー
消費量を住宅・オフィス分離型と比較すると、 SOHO の年間省エネルギー率は
46 .7％であり、月別省エネルギー率は 26 .8％～ 64 .4％の間で変動し、特にエネル
ギー消費量の多い夏期において省エネ効果が顕著であることを明らかにした。本
章では、 SOHO に基づいての研究を行ったが、複合建築の負荷平準化と省エネル
ギー効果の定量化手法を提示した。  
 
第 7 章「結論と展望」では、各章における結論を総括するとともに、今後の複合
建築において省エネルギー対策の導入のあり方を展望した。  
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